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建 設 委 員 会 情 報 連 絡 

令和５年１月１９日 

件 名 大谷田一丁目の中川堤防嵩上工事について 

所管部課名 都市建設部都市建設課 

内 容 

 大谷田一丁目付近（別紙１参照 Ｐ３）の中川堤防の嵩上工事について、

国土交通省江戸川河川事務所から、支障物の撤去に時間を要するため、コ

ンクリート擁壁による暫定整備を進めていくとの連絡があったため、以下

のとおり報告する。 

１ 工事概要（別紙２参照 Ｐ４） 

場 所 大谷田一丁目 29番先～32番先 

延 長 約 140ｍ 

擁 壁 高 現況地盤から約 1.1ｍ 

施 工 年 度 令和 5年度 工事着手予定 

２ 支障物件について 

（１）平成３０年５月頃 警告看板の貼付、警告書の投函

（２）令和 ４年７月 簡易代執行（所有者不明物の撤去）実施 

（３）河川区域内に建物が約０ｃｍ（南側）～７０ｃｍ（北側）越境

（４）駐車場の鋼材上部に家屋が建築されている。

３ 暫定コンクリート擁壁設置理由 

（１）駐車場部分を撤去すると、建物が倒壊する可能性がある。

（２）河川区域を不法占用している所有者との協議に時間を要することが

想定される。 

（３）上記理由から、当該地区については、暫定的にコンクリート擁壁を

設置する。 

４ 今後の方針 

区民の生活を守る嵩上工事は、緊急性が求められており、暫定的なコ

ンクリート擁壁での整備を進める。引き続き、支障物所有者との協議を

進めていくよう、要請していく。 

問 題 点 

今後の方針 

国土交通省江戸川河川事務所には、未整備箇所の早期の嵩上工事の実施

と、支障物所有者に粘り強い交渉を依頼する。また、地域住民への周知を

図り理解と協力を求める。 
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別紙２

河川区域
約70ｃｍ

約70ｃｍ

大谷田一丁目２９番
大谷田一丁目３２番

至　飯塚橋

約1.1ｍ

常善院

支障物件

計画嵩上工事 暫定工事

支障物件
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建 設 委 員 会 情 報 連 絡 

令和５年１月１９日 

件 名 京成本線荒川橋梁架替事業の起工式について 

所管部課名 都市建設部都市建設課 事業調整担当課 

内 容 

国土交通省荒川下流河川事務所から「京成本線荒川橋梁架替事業」の起

工式の情報提供があったので、以下のとおり報告する。 

１ 開催日時等について 

（１）日 時 令和５年２月４日（土）

午前１０時３０分～正午 

（２）場 所 荒川左岸京成本線荒川橋梁上流部高水敷

（堀切橋少年硬式野球場） 

（３）主催者 国土交通省関東地方整備局、京成電鉄株式会社

２ 招待者 

（１）全招待者

国土交通大臣、東京都知事、足立区長、葛飾区長、墨田区長、江東

区長、江戸川区長、国会議員、都議会議員、足立区議会議員、葛飾区

議会議員、地元町会〈全招待者で１００名程度（予定）〉 

（２）足立区議会の招待者は、議長、副議長、建設委員会委員、地元

（千住地域）議員の計１８名。 

（３）足立区側の地元町会等の招待者は、京成電鉄本線沿線の町会及び自

治会会長の計１７名。 

（４）招待者には、国土交通省荒川下流河川事務所から案内状を郵送

（令和４年１２月５日送付済み）。 

問 題 点 

今後の方針 
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建 設 委 員 会 情 報 連 絡 

令和５年１月１９日 

件 名 新田地区高規格堤防上オープンスペースの利活用に向けた取組みについて 

所管部課名 都市建設部都市建設課 

内 容 

国土交通省荒川下流河川事務所が新田地区高規格堤防上のオープンスペー

スの利活用に向けてアンケート調査及び講演会を実施したので、以下のとお

り報告する。 

１ アンケート調査について 

（１）目的

新田三丁目高規格堤防事業が完了し堤防裏法部分が平場として創出

されているが、有効に活用されていない。そのため災害時の活用以外

にも、平常時にどのような活用ができるかを検討するにあたりアンケー

トを実施する。

また、利活用により賑わいを創出することによりその取組みを情報

発信することで洪水や地震に強い高規格堤防の推進につなげたい。 

（２）検討対象範囲

 

（３）アンケート実施期間

検討対象範囲 

都営住宅建替中 

荒川河川敷 

検討対象範囲 

新田三丁目堤防裏法部分写真 
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令和４年１２月９日（金）～１２月２８日（水） 

（４）アンケート対象者

新田一～三丁目居住者および河川敷利用者

（５）主なアンケート内容

ア どのような空間となるといいか

イ 「あったら良いな」「ない方がよい」と思う施設は

ウ 高規格堤防を知っているか

エ 新田三丁目（完成）及び一丁目（整備中）について知っているか

（６）アンケート結果

令和５年２月中を目途に国土交通省荒川下流河川事務所ホームペー

ジで掲載予定。 

２ 荒川堤防整備や河川の利活用に関する講演会 

（１）開催日時及び場所

令和４年１２月１０日（土）午前１０時～正午

新田地域学習センター 第１・２学習室

（２）参加人数

２１人

（３）内容

ア 河川の歴史及び過去の水害事例

イ 高規格堤防とは

ウ オープンスペースの利活用とは

エ アンケート調査について

（４）主な質問

・ いつから使うのか？

・ 住んでいる人の意見と通り過ぎていく人の意見をすり合わせ

てもらいたい。

・ 他の区で子どもの声がうるさいからとの声があり児童遊園を

閉鎖した事例がある。活用にあたっては地域住民と十分に話し

合ってもらいたい。

問 題 点 

今後の方針 

１ 国土交通省荒川下流河川事務所が行うアンケート集計結果やその後の

検討について注視し、地元対応など可能な範囲で協力していく。 

２ 検討対象範囲のうち新田三丁目については過去に陳情を受け辻広場の

計画変更を行っているため、利活用に関しては慎重に対応していく。 
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建 設 委 員 会 情 報 連 絡 

令和５年１月１９日 

件 名 足立区都市計画審議会の開催結果について 

所管部課名 都市建設部都市建設課 

内 容 

第７６回足立区都市計画審議会を開催したので、以下のとおり報告する。 

１ 日時・場所・出席委員数 

（１）日   時 令和４年１２月２２日（木） 

午後２時００分～午後３時００分 

（２）場   所 区役所中央館８階 特別会議室  

（３）出席委員数 委員定数１９名中１５名出席

※ 都市計画法に基づく審議会であり、議決が必要なため、新型コロ

ナウイルス感染症拡大防止対策を施した上、Ｗｅｂ併用で開催した。 

２ 議案 

（１）用途地域等の一括変更関連

ア 東京都市計画 区域区分の変更（東京都からの意見照会）

イ 東京都市計画 用途地域の変更（東京都からの意見照会）

ウ 東京都市計画 高度地区の変更（足立区決定）

エ 東京都市計画 防火地域及び準防火地域の変更（足立区決定）

オ 東京都市計画 特別工業地区の変更（足立区決定）

カ 東京都市計画 地区計画

足立東部地域神明南地区地区計画の変更（足立区決定）

（２）東京都市計画 生産緑地地区の変更（足立区決定）

（３）東京都市計画 流通業務団地 北部流通業務団地の変更

（東京都からの意見照会） 

３ 報告事項 

（１）西新井駅西口周辺地区関連について

４ 審議結果 

上記議案を付議した結果、足立区都市計画審議会において異議のない

ものと決定された。 

５ 都市計画決定・告示 

（１）用途地域等の一括変更関連 
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令和５年４月下旬（予定） 

（２）東京都市計画 生産緑地地区の変更

令和４年１２月２８日（水）

（３）東京都市計画 流通業務団地 北部流通業務団地の変更

令和５年３月上旬（予定）

問 題 点 

今後の方針 

次回の足立区都市計画審議会は、令和５年３月２２日（水）に開催を予

定している。 
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建 設 委 員 会 情 報 連 絡 

令和５年１月１９日 

件 名 令和４年度ユニバーサルデザイン講演会の開催結果について 

所管部課名 都市建設部都市建設課 ユニバーサルデザイン担当課 

内 容 

ユニバーサルデザイン講演会の開催結果について以下のとおり報告する。 

１ 開催日時及び会場 

（１）日時 令和４年１２月１１日（日） 

午後２時３０分～午後３時３０分

（２）場所 梅田地域学習センター（エル・ソフィア） ４階ホール

２ 講演内容 

（１）短編映画「上にまいります」の上映会

（２）映画監督のトークショー

３ 講演会状況写真 

４ 参加人数 

定員１１０人のうち、参加者４４人（車いす利用者３人含む） 

５ 会場での意見及び感想（抜粋） 

・ とてもすばらしい映画で感動した。特に、エレベーターで女の子

が場所を譲るシーンでは涙がこぼれ落ちた。

・ 車いすだけではなくいろいろな障がい者の映画を作ってほしい。 

・ 健常者からの声かけを待つだけでなく、障がい者からも積極的に

アプローチすべきと感じた。

６ アンケート結果（抜粋） 

別紙１（Ｐ１１参照）のとおり 

問 題 点 

今後の方針 

今後も一般区民向けの講演会として、アンケート等の意見を検証すると

共に、ユニバーサルデザインの更なる普及啓発に努めていく。 

映画上映会 監督トークショー 
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令和４年度ユニバーサルデザイン講演会アンケート集計結果 

◆ 講演内容の評価

３０代以下 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代以上 合計 （％） 

満足 2 3 11 6 7 29 67.4 

やや満足 0 1 1 2 1 5 11.6 

ふつう 0 0 3 1 1 5 11.6 

やや不満 0 0 0 0 0 0 0 

不満 0 0 0 0 0 0 0 

不明 0 0 1 2 1 4 9.3 

合計 2 4 16 11 10 43 

意見（抜粋） 

・ 当たり前に暮らす日々が健全な立場だけの目線ではなく、バリアフリーが必要な人の立場にも

立って考える必要性を考えさせられました。

・ 自分は今、元気で動けるが、将来もしかしたら人々に助けてもらう立場になるかもしれないの

で、今自分が出来る事を助けがいる人にする大切さを感じた。

・ 健常者、障がい者を含めて、このご時世人々が少しでも笑っていられる社会を望んでいます。

障がいを持たれている方の気持ちが少々分かって（気づき）良かったです。

・ もっと多くの方に参加して欲しい。健常者と障がい者がごちゃまぜに普通に生活できる世の中

になれば良いと思います。

◆ 今後、心のバリアフリーを意識して行動していきたいか

３０代以下 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代以上 合計 （％） 

そう思う 2 4 11 6 6 29 67.4 

やや思う 0 0 4 0 3 7 16.3 

ふつう 0 0 1 2 1 4 9.3 

あまり思わない 0 0 0 0 0 0 

分からない 0 0 0 0 0 0 

不明 0 0 0 3 0 3 7.0 

合計 2 4 16 11 10 43 

講演会全体を通じて、印象に残った内容・感想等、その他（抜粋） 

・ 「心のバリアフリー」というキーワードを広めていきたいと思います。物理的なバリアフリー

やユニバーサルデザインが進んでも人の心が供わなければ社会課題を解決していくことが出来

ないと思います。

・ 障がい者に対する理解、実際に「手伝う」「声を掛ける」勇気を持てるようになることが大切と

思う。

・ ベビーカーにしても車いすにしても、エレベーター（その他の場所でも）で気持ちよく譲って

頂けるような社会になるには、何が必要なのか？自分なりの答えを探していきたいと思いまし

た。次のつながる動きになると良いと思います。

・ ユニバーサルデザイン、心のバリアフリー、障がい者差別解消法、色々な要素がある問題を色々

と考えさせられるイベントでした。

・ 映画にもありましたが、同じ目線になれば気付かなかったことがわかる状況にもなるのかな（女

の子、ヘルパー、婚約者）。これに限らず、気持ちを分かるには同じ目線になればと思った次第

です。

・ 字幕・音声・手話通訳と手段を重ねていてユニークでした。

別紙 1 
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建 設 委 員 会 情 報 連 絡 

令和５年１月１９日 

件 名 足立区生物園等が発行するニュースレターについて 

所管部課名 道路公園整備室パークイノベーション推進課 

内 容 

足立区生物園、足立区都市農業公園、桑袋ビオトープ公園、足立区荒川

ビジターセンターが発行するニュースレターについて、以下のとおり報告

する（別紙参照 Ｐ１３～２０）。 

 桑袋ビオトープ公園（花畑八丁目２番２号） 

 足立区生物園（保木間二丁目１７番１号） 

足立区都市農業公園（鹿浜二丁目４４番１号） 

足立区荒川ビジターセンター（千住五丁目１３番５号 足立区生涯学習総

合施設「学びピア２１」４階） 

問 題 点 

今後の方針 

指定管理施設等で実施するイベント・プログラムについて、今後も周知

していく。 

北 
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建 設 委 員 会 情 報 連 絡 

令和５年１月１９日 

件 名 密集市街地における防災まちづくりの取組みについて 

所管部課名 建築室建築防災課 

内 容 

密集市街地における防災まちづくりについて、以下のとおり報告する。 

１ 五反野駅周辺まちづくり勉強会（第１１回）の開催について 

（１）開催日時 令和４年１２月８日（木）午後６時～午後７時３０分

（２）場  所 足立小学校 ４階ランチルーム 

（３）参 加 者 勉強会員（地元町会等） ９名

（４）主な内容 五反野駅周辺における住宅及び周辺環境の現状と課題

（５）主なご意見

ア ファミリー世帯向けの共同住宅が建築されず、単身世帯が増えて

いると感じる。 

イ 共同化する場合は、時間の経過とともに建物や周辺環境への愛着

が深まるようなまちづくりが必要。 

ウ 水害についても留意しなければならない。

２ 柳原地区（柳原一丁目及び二丁目）における防災まちづくりについて 

（１）アンケートについて

密集事業導入の検討にあたり、以下のとおりアンケートを実施した。 

アンケート結果については、集計後にあらためて報告する。

ア 実施日程 令和４年１２月中旬（ポスティング及び郵送）

※ 回答期限は令和５年１月１０日（火）

イ 対 象 者 柳原地区の住民及び不動産所有者（約３，５００世帯） 

ウ 主な内容 道路拡幅など防災まちづくりに必要な対策等について

（２）意見交換会について

道路拡幅の検討にあたり、以下のとおり意見交換会を実施する。

なお、意見交換会は拡幅を検討する全６路線を対象とし、今年度は１

路線で開催する（別紙参照 Ｐ２３）。 

ア 開催日時 令和５年１月２５日（水）午後７時～午後８時３０分

令和５年１月２９日（日）午後４時～午後５時３０分 

イ 対 象 者 拡幅検討路線（路線５）の沿道住民及び不動産所有者

（約１６０世帯） 

ウ 主な内容 柳原地区の現状と課題、道路拡幅の効果と影響など
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（３）勉強会について

以下のとおり第８回の勉強会を実施する。

ア 開催日程 令和５年２月下旬

イ 対 象 者 勉強会員（地元町会等） ２４名

ウ 主な内容 アンケート及び意見交換会の結果案内、今後の予定など

問 題 点 

今後の方針 

まちづくりに関する情報の発信及び共有の場として、今後も勉強会を適

宜開催し事業推進を図っていく。 
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拡幅検討路線図 

別紙 
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